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「生涯学習社会」
におけるキャリア形成を学ぶ

ビジネスキャリア領域
「産業社会」

におけるキャリア形成を学ぶ

ライフキャリア領域
「生活の場」

におけるキャリア形成を学ぶ

専門性を深める科目群 (2年次～)
キャリアデザイン学科設置科目の全体像２～４年次にかけて、３領域のいずれかを軸に選択し、専門的な知識やスキルを高めます。

もちろん複数の領域を学ぶことで、より多角的な視点を養うことも可能です。
また、これらと並行して関連科目を履修することにより、教員免許をはじめとする資格取得や、
外国語のコミュニケーションのスキル・アップを目ざすこともできます。

Curriculum-2

発達・教育キャリア領域

学校教育と地域学習 教育と社会

人の成長プロセスにおける学
習課題を把握し、人生の各時
期における生涯学習や社会教
育活動の意義や課題について
考える。

生涯学習論Ⅰ・Ⅱ
西洋と日本における学習活動
や教育制度の生成のプロセス
を、社会における学習・教育の
位置づけから理解する。

学習の社会史A・B

ゼミⅠ～Ⅲ（2年秋学期～）・卒業論文（4年）
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発達・教育キャリア領域 ビジネスキャリア領域 ライフキャリア領域

外書講読A・B（発達・教育キャリア） 外書講読A・B（ビジネスキャリア） 外書講読A・B（ライフキャリア）

体験型科目

キャリアデザイン学総合演習

キャリア研究調査法（質的調査）・キャリア研究調査法（量的調査）
キャリアデザイン学入門
発達・教育キャリア入門A～D　ビジネスキャリア入門A～D　ライフキャリア入門A～D
ファシリテーション論　若者の自立支援　職業選択論Ⅰ　ライフコース論　労働法
生活設計論Ⅰ（社会保障）　生活設計論Ⅱ（生活設計）

総合　就業機会とキャリア

教育政策

現代教育
思想

生涯学習論
Ⅲ
（成人
教育論Ⅰ）

生涯学習論
Ⅳ
（成人
教育論Ⅱ）

学習の社会史
A・B

教育社会学
Ⅰ・Ⅱ

教育経済学

学校論Ⅰ・Ⅱ
（キャリア
形成）

学校論Ⅲ・Ⅳ
（キャリア
教育）

生涯学習論
Ⅰ
（現代社会と
社会教育Ⅰ）

生涯学習論
Ⅱ
（現代社会と
社会教育Ⅱ）

図書館
情報学概論
Ⅰ・Ⅱ

メディア
教育論Ⅰ・Ⅱ

生涯発達
心理学Ⅰ・Ⅱ

臨床教育
相談論Ⅰ・Ⅱ

キャリア
カウンセリング
Ⅰ・Ⅱ

キャリア
カウンセリングⅢ
（ケーススタディ）

教育心理学

教育相談

職業
キャリア論

労働経済学

シティズン
シップ論

生産
システム論

国際経営論

日本経済論

産業論

広告
ビジネス論

マーケ
ティング論

流通・
マーケティング
戦略論

流通・
サービス
ビジネス論

就業機会
発見実務

経営統計論B
（企業データ）

経営組織論
Ⅰ・Ⅱ

戦略経営論
Ⅰ・Ⅱ

経営分析論
Ⅰ・Ⅱ

企業会計論

職業選択論
Ⅱ

人材育成論
Ⅰ・Ⅱ

産業・
組織心理学
Ⅰ・Ⅱ

キャリア
開発論

リーダー
シップ論

経営統計論A
（心理データ）

多文化社会論
Ⅰ～Ⅲ

アジア社会論
Ⅰ・Ⅱ

国際関係論
Ⅰ・Ⅱ

国際地域
研究Ⅰ・Ⅱ

NPO論

公共
サービス論

アート・
マネジメント論

文化経営論

メディア
文化論

文化マーケ
ティング論

ブランド
創造論

産業文化論

ミュージアム
概論

ミュージアム
経営論

コミュニティ
社会論Ⅰ・Ⅱ

家族論

若者文化論

世代間交流論

身体表現論

地域文化論

アイデン
ティティ論

余暇集団論

職業能力
ベーシックスキルⅠ・Ⅱ

キャリアサポート
事前指導・実習

教育マネジメントⅠ・Ⅱ

多文化教育Ⅰ・Ⅱ

キャリア体験
事前指導・学習

キャリア体験
事前指導・学習（国際）

アントレプレナーシップ論
Ⅰ・Ⅱ

メディアリテラシー実習
Ⅰ・Ⅱ

地域学習支援Ⅰ・Ⅱ

キャリアモデル・
ケーススタディ

※ カリキュラム表および科目名は、変更になる場合があります。

教育と
社会

学校教育と
地域学習

発達と
学習 産業社会集団・組織個人・人間

多文化・
グローバル
社会

文化
マネジメント

自己・他者・
関係

基礎ゼミ　情報処理演習　日本語の世界Ⅰ・Ⅱ

文学Ⅰ・Ⅱ　哲学Ⅰ・Ⅱ　倫理学Ⅰ・Ⅱ　論理学Ⅰ・Ⅱ　東洋史Ⅰ・Ⅱ　西洋史Ⅰ・Ⅱ　日本史Ⅰ・Ⅱ　宗教論Ⅰ・Ⅱ　文章論Ⅰ・Ⅱ　芸術Ⅰ・Ⅱ

法学Ⅰ・Ⅱ　経済学Ⅰ・Ⅱ　心理学Ⅰ・Ⅱ　地理学Ⅰ・Ⅱ　政治学Ⅰ・Ⅱ　社会学Ⅰ・Ⅱ　文化人類学Ⅰ・Ⅱ　社会思想Ⅰ・Ⅱ

数学、情報を読むためにⅠ・Ⅱ　原子から宇宙までⅠ・Ⅱ　物資と環境Ⅰ・Ⅱ　生命科学Ⅰ・Ⅱ　科学史Ⅰ・Ⅱ　天文学Ⅰ・Ⅱ　自然総合講座A・B

英語　中国語　スペイン語　日本語　選択英語　選択ドイツ語　選択フランス語　選択ロシア語　選択朝鮮語　選択中国語　選択スペイン語　選択日本語

スポーツ総合演習

集団・組織 産業社会

事業経営に関して戦略的な視
点から考察する。企業における
戦略の形成・展開・実行のプロ
セスを事例に即して学ぶ。

経営組織論Ⅰ・Ⅱ
企業活動の世界的な展開につ
いて、経営環境の変化、マーケ
ティングやブランド戦略、研究
開発と知財経営等の観点から
学ぶ。

国際経営論

文化マネジメント

発達と学習

人の生涯にわたる発達・成長
過程を理解する。発達や年齢
に応じた家族・学校・地域、企
業や社会施設等、発達環境の
影響を考える。

生涯発達心理学Ⅰ・Ⅱ

個人・人間

人が組織のなかで職業能力開
発を行うことの意義や方法、課
題について、企業組織の側と働
く側の双方の視点から考察す
る。

人材育成論Ⅰ・Ⅱ

自己・他者・関係

若年層が発信・享受の主体で
ある種々の文化現象について、
その背景にある現代社会の特
質をふまえて分析する。

若者文化論

この授業は、「男女」「親子」「子ども」「高齢者」などの様々な視点から「家族」について学び考えます。新たな知識が得られ
ることはもちろん、家族をめぐる様々な問題（虐待やＤＶ、不妊や”でき婚”等々）について、一つの事例をもとに受講者皆で考
えたり、映画等を見ながら学びを深める機会もあります。自分では当たり前だと思っている「家族」のイメージも実は自身の家
庭環境から形づくられているものかもしれませんよ。「家族」について考えることは「自分」そして「他者」に向き合うというこ
とに繋がっています。

行政や企業、NPO等による文
化支援やそれによる地域振
興、文化産業の発展と課題等、
現代社会と文化の関わりを考
える。

文化経営論

新しい自分をデザインする

4年生  　井手上 沙葉子先輩の声：「家族論」 斎藤先生

マーケティングの授業では、企業が消費者に対しどういった価値を提供することでモノが売れ利益がでるのか、その概要や考
え方について学ぶことができます。基本的な用語をおさえ知識を増やすことで、人それぞれの発想が導き出されるところが
マーケティングのおもしろさです。ビジネス分野に興味がある人にはもちろん、マーケティングってなに？と思っている人にも、
身近な企業の事例を使って講義が行われるためわかりやすく、学び甲斐がとてもあります!!

3年生  　高 梨  彩 芽先輩の声：「マーケティング論」 酒井先生

カウンセリングの技法を実践しながら進めていく形の授業は取り組んでいて楽しく、理解しやすかったです。授業では、キャリ
アカウンセリングについて理論から技法まで様々に学ぶことができ、その中で新たに発見し、気づかされたことが多々ありま
した。またそれだけでなく、今後誰かから相談を受けるときや悩みを聞く立場になったときなど、身近な場面でも活かすことが
できることを学びました。特に人を支援するときの姿勢や心構えなどが参考になりました。

3年生  　倉 島  悠 里先輩の声：「キャリアカウンセリング」 宮城先生

3つの領域の主な講義科目を紹介します

多文化・グローバル社会

国際社会における政治と経済
のしくみ、それに関わる人の営
みについて探求し、グローバル
な視野を形成する。

国際関係論Ⅰ・Ⅱ

関連科目

教職
図書館司書
博物館学芸員
社会教育主事

自由科目

資格課程科目

国際
コミュニケーション語学
　 （英語・中国語）

経営学部主催科目（一部）

就業機会とキャリア特講

国際文化・人間環境学部
乗入れ科目

スタディ・アブロード

他学部公開科目

日本語教育関係科目

4年
秋学期


